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学位論文内容の要旨
日本のコムギ作では,収穫期の雨害回避のために早生品種が求められる｡しかし,早生品種は,生育期間が短いこと,
茎立期が早く凍霜害に遭いやすいことなどにより,収量が低下しやすい｡コムギの出穂早晩性は,日長反応性,低温要求
性,純粋早晩性の複合形質であり,これらの形質を遺伝的にコントロールし組み合わせることで,生育や収量が安定した
コムギ品種の育成が可能となると考えられる｡
本研究では,日本品種におけるコムギ日長反応性遺伝子 Fpd-Al,Fbd-Bl,Ppd-Dlの遺伝子型をpCR法により判別す
るとともに,各PpdlJ遺伝子の出穂期への効果について検討したCさらに,日本のコムギ育種における各Ppdl1遺伝子の
導入経緯および意義について議論した｡
各Ppdl)の不感光性過伝子の分布には地域や遺伝子により差がみられたC東北-九州地域品種の97%が不感光性遺伝子
ppd-Dlaを保有し,極早生コムギ品種を含む 10品種が不感光性遺伝子Ppd-BlaとPpd-Dlaを併せ持ち,不感光性遺伝子
ppd-Alaを保有する品種はなかった｡北海道の秋播コムギ品種では,Ppd-AID,Ppd-Dlaを保有する品種がそれぞれ供試
品種の約3分の 1あり,ppd-Blaを保有する品種はなかったC北海道の春播コムギ品種では,実験系統 1系統を除いて,
不感光性遺伝子を保有する品種はなかった｡
ppd-1の出穂期への効果については,東北一九州地域の品種では,Ppd-Dlaが感光性型のPpd-Dlbに対して明確に早生
化効果を示し,Ppd-Blaを併せて保有することで,さらなる早生化効果が示されたC北海道においてもppd-AJaもしくは
ppd-Dlaにより早生化効果がみられたが,関東地域での効果より小さかったCこれは,北海道では幼穂分化期の日長が関
東地域よりも長いことによると考えられた｡
実用的な極早生コムギ3品種が保有するPpd-Blaは,白ポロ21号から早生の中国系統 (中国農業試験場育成)を経て
遺伝したことが示された｡東北-九州品種では雨害回避のため,より早生となるPpd-Dlaを有する早生品種が選抜され
ppd-Blaの導入によりさらに極早生品種が育成されたことが確認された｡ppd-Bla/Ppd-DJa遺伝子型の実用品種は,中国
地域と九州地域でのみ育成されてきた｡冬期の最低気温が氷点下となる関東地域では,ppd-Blaの導入は凍霜害の危険を
高める恐れがあったためと推察されるが,適度な低温要求性を組み合わせることで,その懸念は回避されると考えられる｡
北海道品種が保有するfPd-AJaがpurpleStrawに由来すること,そしてPpd-Dlaは東北 118号が導入元のひとつである
ことが確認された｡北海道品種におけるPpd-Alaおよびppd-Dlaの出穂期への効果は限定的であり,これらの不感光性
遺伝子が品種育成の過程で積極的に選抜されたものではないと考えられた｡しかし,近年育成された北海道秋播コムギ品
種では不感光性遺伝子の頻度が高まっており,その要因解明には,Ppd-1と生育特性,収量特性との関係を検討する必要
がある｡
東北-九州品種には多様な出穂期変異があるにもかかわらず,その多くが vrn-Dlおよびppd-Dlaをもち,低温要求性と
日長反応性の遺伝子型が同じであることが判明したことから,Ppd-1とは異なる日長反応性遺伝子もしくはPpd-1の新規
対立遺伝子が出穂期変異をもたらしている可能性が示された｡関連して,日本におけるコムギの早生化に純粋早晩性が重
要な役割を果たしたことが報告されていることから,今後,これらの遺伝子についても遺伝学的,分子遺伝学的研究を展
開する必要があるQ
論文幸査結果の要旨
本論文では,わが国におけるコムギ品種の出穂期調節に密接に関わると考えられている日長反応性遺
伝子の効果を解明する目的で,わが国のコムギ改良品種のPpd-1遺伝子型ならびに出穂特性の解析が行
われているOまず,第2章において,Ppd-BlとPpd-DJの遺伝子型をpCR法により判別した結果,東北
-九州地域品種の97%が不感光性遺伝子Ppd-Dlaを保有し,極早生コムギ品種を含む 10品種が不感光性
遺伝子Ppd-Blaとppd-Dlaを併せ持つことを明らかにしたOまた,各遺伝子型間での出穂特性の比較に
よって,東北一九州地域の品種では,ppd-Dlaが感光性型のPpd-Dlbに対して明確に早生化効果を示し,
ppd-Blaを併せて保有することで,さらなる早生化効果が見られることを明らかにした｡さらに,不感
光性遺伝子Ppd-Blaが,日本の在来品種である白ポロ21号から早生の中国系統 (中国農業試験場育成)
を経て遺伝したことを明らかにしているO次いで第3章では,ppd-Al遺伝子型をpCR法により判別し,
ppd-Alaを持つ品種が北海道だけに分布することを明らかにしたOこの不感光性遺伝子が外国の品種で
は見出されていないユニークなものであることから,その起源を探るべく北海道品種の育成に利用され
たコムギ品種 ･系統を解析し,かつてアメリカから導入された在来品種PupleStrawに由来することを
明らかにしたOまた,出穂特性の比較によって,北海道品種におけるPpd-Alaの出穂期への効果は限定
的であること,にもかかわらず近年育成された北海道秋播コムギ品種では不感光性遺伝子の頻度が高ま
っていることを示し,その理由については今後の検討課題としている｡
以上のように,本研究はわが国のコムギ品種がもつ日長反応性遺伝子ppd-1に関する分子遺伝学的解
析および出穂特性の解析結果に基づいて新たな知見を数多く明らかにしており,学術的に高く評価され
るものと考えられる｡よって,本論文は博士 (農学)学位論文に値するものと判定する｡
